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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４０重量％以上のＮ－ホスホノメチルグリシン酸等価物濃度の、Ｎ－ホスホノメチルグ
リシンのモノエタノールアンモニウム塩の水性溶液を含むことを特徴とする、除草剤組成
物。
【請求項２】
　４０～４８重量％のＮ－ホスホノメチルグリシン酸等価物を含むことを特徴とする、請
求項１記載の除草剤組成物。
【請求項３】
　組成物１リットル当り、総量２０～２００ｇの１種以上の界面活性剤からなる、水に溶
解または安定に懸濁している界面活性剤成分をさらに含み、ここで、組成物が５０℃以上
の曇点を有するように界面活性剤成分が選択されるものである、請求項１または請求項２
に記載の組成物。
【請求項４】
グリホサート（glyphosate）濃度が、全てのグリホサートが代わりにイソプロピルアンモ
ニウム塩として存在する場合に許容される保存安定性を提供し得る最大濃度より高いもの
である、請求項１～３いずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　全てのグリホサートが代わりにイソプロピルアンモニウム塩として存在する以外同様の
組成物よりも低い粘度を有する、請求項１～４いずれか１項に記載の組成物。
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【請求項６】
　０℃以上の温度で７日までの期間保存した場合に、組成物が該Ｎ－ホスホノメチルグリ
シンまたはその塩の結晶化を示さないように界面活性剤成分が選択される、請求項３記載
の組成物。
【請求項７】
　該界面活性剤成分が、４のｐＨレベルで、式：
[R1-(XR2)m-(OCH2CH2)n-(NR

3R4-(CH2)p)q-(glu)rOH]s[A]t
〔式中、Ｒ１はＣ１－１８の脂肪族、飽和または不飽和の、直鎖または分枝鎖のヒドロカ
ルビル鎖、各Ｘはエーテル、チオエーテル、スルホキシド、エステル、チオエステルまた
はアミド結合、各Ｒ２は独立してＣ３－６ヒドロカルビリデン、ｍは０～８、R1-(XR2)m
における炭素原子の合計数は８～２４、ｎは０～５、Ｒ３およびＲ４は独立して水素また
はＣ１－４アルキル、ｐは２～４、ｑは０、ｇｌｕはグリコシド単位、ｒは１～２、Ａは
アニオン性物質、ならびにｓは１およびｔは０を意味する〕
を有する１種以上の化合物からなる、請求項３または請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　該界面活性剤成分が、４のｐＨレベルで、式：
【化１】

〔式中、Ｒ１は水素またはＣ１－１８ヒドロカルビル、各Ｘはエーテル、チオエーテル、
スルホキシド、エステル、チオエステルまたはアミド結合、各Ｒ２は独立してＣ３－６ヒ
ドロカルビリデン、ｍは０～８、R1-(XR2)mにおける炭素原子の合計数Ｊは８～２４、ｎ
は０～５、Ｒ５は水素、Ｃ１－４アルキル、アニオン性オキシド基またはアニオン性基-(
CH2)uC(O)O（ｕは１～３）、Ｒ６およびＲ７は独立して水素またはＣ１－４アルキル、ｘ
およびｙは、ｘ＋ｙ＋ｎがＥ＝２５－Ｊである数Ｅ以下であるような平均数、Ａはアニオ
ン性物質、ならびに電気的中性を維持するようにｓは１～３の整数およびｔは０または１
を意味する〕
を有する１種以上の化合物からなる、請求項３または請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　Ｒ１がＣ８－１８の脂肪族、飽和または不飽和の、直鎖または分枝鎖のヒドロカルビル
鎖であり、およびｍが０である、請求項８記載の組成物。
【請求項１０】
　Ｒ１がＣ８－１８の脂肪族、飽和または不飽和の、直鎖または分枝鎖のヒドロカルビル
鎖であり、ｍが１～５であり、各－ＸＲ２－基が-OCH(CH3)CH2-であり、およびｎが０で
ある、請求項８記載の組成物。
【請求項１１】
　Ｒ１がＣ８－１８の脂肪族、飽和または不飽和の、直鎖または分枝鎖のヒドロカルビル
鎖であり、ｍが１であり、Ｘがエーテル結合であり、Ｒ２がｎ－プロピレンであり、およ
びｎが０である、請求項８記載の組成物。
【請求項１２】
　ｘおよびｙが０であり、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７が独立してＣ１－４アルキルであり、な
らびにｔが１である、請求項９～１１いずれか１項に記載の組成物。
【請求項１３】
　ｘ＋ｙが２以上であり、Ｒ６およびＲ７が水素であり、ならびにｔが１である、請求項
９～１１いずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
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　Ｒ５がアニオン性オキシド基であり、およびｔが０である、請求項９～１１いずれか１
項に記載の組成物。
【請求項１５】
　Ｒ５がアニオン性基-CH2C(O)Oであり、ｘおよびｙが０であり、ならびにｔが０である
、請求項９～１１いずれか１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　Ｒ１がＣ８－１８の脂肪族、飽和または不飽和の、直鎖または分枝鎖のヒドロカルビル
鎖であり、ｍが１であり、Ｘがアミド結合であり、Ｒ２がｎ－プロピレンであり、ｎが０
であり、ｘおよびｙが０であり、Ｒ５が水素またはＣ１－４アルキルであり、Ｒ６および
Ｒ７が独立してＣ１－４アルキルであり、ならびにｔが１である、請求項８記載の組成物
。
【請求項１７】
　Ｒ１が水素であり、ｍが３～８であり、各－ＸＲ２－が-OCH(CH3)CH2-であり、ｘおよ
びｙが０であり、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７が独立してＣ１－４アルキルであり、ならびにｔ
が１である、請求項８記載の組成物。
【請求項１８】
　Ａが塩化物、臭化物、ヨウ化物、硫酸、エト硫酸、リン酸、酢酸、プロピオン酸、コハ
ク酸、乳酸、クエン酸、酒石酸またはＮ－ホスホノメチルグリシン・アニオンであり、お
よびｔが１である、請求項７または８記載の組成物。
【請求項１９】
　ｇ／ｌで表した界面活性剤濃度が、全てのグリホサートが代わりにイソプロピルアンモ
ニウム塩として存在する場合に達成され得る最大濃度より高いものである、請求項３また
は６～１８いずれか１項に記載の組成物。
【請求項２０】
　請求項１～１９いずれか１項に記載の組成物の除草剤有効量を適宜の容量の水で希釈し
て適用組成物を調製し、次いで、該適用組成物を植物または植物類の葉に適用することを
含む、除草方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の分野
本発明は、農業および関連産業において有用な除草剤組成物に関する。最も詳細には、本
発明は、除草剤グリホサート（Ｎ－ホスホノメチルグリシン）の塩を有効成分として含有
する水性濃縮組成物、ならびにかかる組成物を用いて望ましくない植生を殺しあるいは制
御する方法に関する。
【０００２】
発明の背景
　グリホサートは、発芽後に葉に適用される除草剤として当該分野においてよく知られて
いる。その酸形態において、グリホサート（glyphosate）は式（Ｉ）：
【化２】

で示される構造を有し、あまり水に溶解しない（２５℃において１．１６％）。このため
、典型的には、それは水溶性の塩として処方される。
　グリホサートの一塩基、二塩基および三塩基塩を製造することができる。しかしながら
、一般的には、グリホサートを一塩基塩として処方し、植物に適用することが好ましい。
最も広範に使用されるグリホサートの塩はモノ（イソプロピルアンモニウム）であり、し
ばしばＩＰＡ塩と略称される。グリホサートのＩＰＡ塩を有効成分として含有するMonsan
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to Companyの市販除草剤としてはRoundup（登録商標）、Roundup Ultra（登録商標）、Rp
undup（登録商標） XtraおよびRodeo（登録商標）除草剤等がある。これらのすべては水
溶液濃縮物（ＳＬ）処方であり、一般的には、植物の葉に適用する前に使用者が水で希釈
するものである。ＳＬ処方として市販されている他のグリホサート塩はモノ（トリメチル
スルホニウム）を包含し、それはしばしばＴＭＳと略称され、例えば、ZenecaのTouchdow
n（登録商標）除草剤等がある。
　グリホサートの種々の塩、グリホサートの塩の製造法、グリホサートまたはその塩の配
合、ならびに雑草および他の植物の除草および抑制におけるグリホサートまたはその塩の
使用法が、Bakelの米国特許第４，５０７，２５０号、Prisbyllaの米国特許第４，４８１
，０２６号、Franzの米国特許第４，４０５，５３１号、Largeの米国特許第４，３１５，
７６５号、Prillの米国特許第４，１４０，５１３号、Franzの米国特許第３，９７７，８
６０号、Franzの米国特許第３，８５３，５３０号、およびFranzの米国特許第３，７９９
，７５８号に開示されている。
【０００３】
文献において知られているが、優先日前には市販されていないグリホサートの水溶性塩と
しては、下式（ＩＩ）：
【化３】

で示されるモノエタノールアンモニウム（ＭＥＡ）塩があり、約ｐＨ４の水溶液中に主に
イオン化形態として存在する。この塩は、例えば、上記米国特許４４０５５３１において
、除草剤として有用なグリホサートの有機アンモニウム塩の非常に長いリストの一員とし
て、そしてモノアルカノールアンモニウム塩の一例として、Franzにより開示されており
、該特許において「特に好ましい」化合物に含められている。ほぼ同モル量のグリホサー
ト酸およびモノエタノールアミンを水性媒体中で反応させることによりグリホサートのＭ
ＥＡ塩の水溶液を得ることができる。該反応は発熱性である。
ＭＥＡ塩として市販されている除草剤はごくわずかである。商標Lontrel（登録商標）と
してDowElancoにより販売されているある種の除草剤製品中に、クロピラリド（３，６－
ジクロロ－２－ピリジンカルボン酸）がＭＥＡ塩として処方されている。
グリホサートＭＥＡ塩は分子量２３０であり、グリホサートＩＰＡ塩（２２８）と非常に
類似している。
グリホサートＭＥＡの水に対する溶解度は先行技術において記録されていないと確信され
るが、当業者になじみの方法により容易に決定される。同様に、約４重量％以上のグリホ
サートＭＥＡ塩の水溶液は特に開示されていないと確信されるので、かかる溶液の普通で
なく予期されない特性は公に知られていない。本明細書において重量％として示される濃
度は、１００重量部の溶液あたりの塩または酸等価物の重量部に関するものである。
【０００４】
グリホサートＭＥＡ塩は２０℃において純水に対して約６４重量％の溶解度、すなわち酸
等価物（ａ．ｅ．）として約４７％であることを、今回、示すことができる。これはＩＰ
Ａ塩の溶解度と非常に類似している。よって、Monsanto CompanyからＭＯＮ ０１３９と
して市販されている水溶液濃縮物のごとき市販グリホサートＩＰＡ塩に匹敵する、例えば
約４６重量％ａ．ｅ．のグリホサートＭＥＡ塩の単純な水溶液濃縮物を得ることができる
。
他のグリホサート塩に優るＩＰＡ塩の主な利点は、広範な界面活性剤と組み合わされた場
合の、その塩の水溶液濃縮物に対する適合性である。一般的には、グリホサート塩は、最
良の除草品質を発揮するためには適当な界面活性剤の存在を必要とする。界面活性剤は水
溶液濃縮物中に入れることができ、あるいは最終消費者が希釈スプレイ組成物に添加する
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こともできる。界面活性剤の選択は、除草剤の品質に大きく影響する。例えば、Weed Sci
ence，１９９７年，第２５巻，２７５～２８７頁において、WyrillおよびBurnsideは、Ｉ
ＰＡ塩として適用されたグリホサートの除草効果を向上させる能力において広範な界面活
性剤を見出している。
いくつかの広範な一般化にもかかわらず、グリホサートの除草有効性を向上させる異なる
界面活性剤の相対的能力は非常に予測しがたい。
グリホサートの除草有効性を最も有用に向上させる傾向のある界面活性剤は、一般的には
、カチオン性界面活性剤に限られず、グリホサートの一塩基塩のＳＬ処方に特徴的な約４
～５のｐＨレベルの水溶液または分散物中でカチオンを形成する界面活性剤も含まれる。
例としては、長鎖（典型的にはＣ１２ないしＣ１８）第３級アルキルアミン界面活性剤お
よび第４級アルキルアンモニウム界面活性剤がある。界面活性剤の構造を説明する際に本
明細書において慣用的に使用される用語「アルキル」は、不飽和ならびに飽和ヒドロカル
ビル鎖を包含する。グロホセートＩＰＡ塩の水溶液濃縮物処方に使用される特に普通の第
４級アルキルアミン界面活性剤は、非常の親水性の界面活性剤ポリオキシエチレン（１５
）タロワミン（tallowamine）、すなわち、式（ＩＩＩ）
【化４】

［式中、Ｒはタロウ（tallow）に由来する主にＣ１６およびＣ１８アルキルおよびアルケ
ニル鎖の混合物であり、ｍ＋ｎは平均約１５である］
に示すように、アミン基に結合した２本のポリマー化エチレンオキシド鎖となった全部で
約１５分子のエチレンオキシドを有するタロワミンである。
特定の適用例において、いくぶん疎水性の低いアルキルアミン界面活性剤、例えば、Ford
esらの米国特許第５６６８０８５号に示唆されたような約１０分子未満のエチレンオキシ
ドを有するもの、例えばポリオキシエチレン（２）ココアミン（cocoamine）を用いるこ
とが望ましいことがわかっている。該特許は、グリホサートのＩＰＡ、アンモニウムまた
はカリウム塩と一緒になったかかる界面活性剤を含有する典型的な水性組成物を開示して
いる。
【０００５】
広範な第４級アンモニウム界面活性剤が、グリホサートＩＰＡ塩の水溶液濃縮物処方の成
分として開示されている。典型例は、欧州特許第０２７４３６９号に開示されたポリオキ
シエチレン（２）ココアンモニウムクロリド、米国特許第５３１７００３号に開示された
ポリオキシエチレン（１５）ココアンモニウムクロリド、および米国特許第５４６４８０
７号に開示された式（ＩＶ）：
(R1)(R2)(R3)N+-CH2CH2O-(CH2CH(CH3)O)nH Cl

-　　　（ＩＶ）
［式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３はそれぞれＣ１－３アルキル基であり、ｎは平均２ないし
２０の数である］
を有する種々の第４級アンモニウム化合物である。
ＰＣＴ公開ＷＯ９７／１６９６９には、第４級アンモニウム界面活性剤および第１級、第
２級もしくは第３級アルキルアミン化合物を含有する、ＩＰＡ、メチルアンモニウムおよ
びジアンモニウム塩の形態のグリホサートの水溶液濃縮物組成物が開示されている。
グリホサート塩の水溶液濃縮物組成物として有用であることが示されている他のカチオン
性界面活性剤としては、ＷＯ９５／３３３７９に開示されたもの等がある。さらに、これ
らと同じ界面活性剤のうち特定のものを用いて、組成物の安定性を向上させる一定の成分
をさらに添加することによりグリホサート塩の高濃度水溶液組成物を得ることができると
いうことが、ＷＯ９７／３２４７６に開示されている。その中で例示されたグリホサート
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塩はＩＰＡ塩ならびにモノおよびジアンモニウム塩である。
【０００６】
グリホサートＩＰＡ塩の水溶液濃縮物処方の有用成分であると報告された両親媒性または
両性イオン界面活性剤は、米国特許第５１１８４４４号に開示されたポリオキシエチレン
（１０－２０）タロワミンオキシドのごときアルキルアミンアキシドである。
一般的には、非イオン性界面活性剤は、グリホサートＩＰＡ塩のＳＬ処方の単一界面活性
剤成分として使用した場合、カチオン性または両親媒性界面活性剤よりも除草活性を向上
させることにおいてあまり有効でないと報告されている。ただし、例えば、オーストラリ
ア特許第６２７５０３に開示されたある種のアルキルポリグルコシドならびにＰＣＴ公開
ＷＯ９８／１７１０９に開示されたポリオキシエチレン（１０－１００）Ｃ１６－２２ア
ルキルエーテルは例外である。米国特許第５３８９５９８号および米国特許第５７０３０
１５号に開示されたようなカチオン性界面活性剤との組み合わせを除き、一般的にアニオ
ン性界面活性剤はグリホサートＩＰＡ塩のＳＬ処方においては興味が持たれていない。
【０００７】
　上記の界面活性剤のいくつかのタイプは、一般的にはグリホサート塩の組成物において
有用なものとして開示されているが、グリホサートＭＥＡ塩との関連において特に開示さ
れたものはない。最近、アルキルエーテルアミン、アルキルエーテルアンモニウム塩およ
びアルキルエーテルアミンオキシド界面活性剤が、ＭＥＡ塩を包含する種々のグリホサー
ト塩の水溶液濃縮物処方の調製に適していることが米国特許第５７５０４６８号に開示さ
れた。グリホサート塩との水性組成物中に使用した場合、主題の界面活性剤の利点は、こ
れらの界面活性剤が組成物のグリホサート濃度を非常に高いレベルにできることであると
いうことが、特定のグリホサート塩への言及なしに該特許に開示されている。しかしなが
ら、この点において、使用グリホサート塩がＭＥＡ塩である場合の特別な利点は何ら示唆
されていない。
【０００８】
グリホサートＭＥＡ塩を除草有効成分として重視することは、この塩を好ましい界面活性
剤タイプと一緒にして非常に濃縮されたＳＬ製品として処方することが比較的困難であっ
たために、これまで限定されていた可能性がある。グリホサートＭＥＡ塩と界面活性剤と
を処方することに関する問題の説明としては、グリホサートＩＰＡ塩組成物中にこれまで
最も広く用いられてきた界面活性剤、すなわち上記式（ＩＩＩ）のポリオキシエチレン（
１５）タロワミンがグリホサートＭＥＡ塩含有水溶液に比較的適合しにくいということで
ある。
例えば、濃縮水溶液中の界面活性剤／塩適合性に関する１の便利で実際に有用なインジケ
ーターは「曇点（cloud point）」である。これは、一定濃度の界面活性剤および塩を含
有する一定の水性成分が単一相溶液を形成する最大温度の測定値である。曇点以上では、
界面活性剤は、先ず、霞がかったあるいは雲ったような分散物として溶液から分離し、次
いで、放置すると、明確な相となり、通常は溶液の表面上に上昇する。通常には、組成物
温度を連続的にモニターしながら溶液が濁るまで組成物を加熱し、次いで、撹拌しながら
組成物を冷却することにより組成物の曇点が決定される。溶液が透明になる時の温度の読
みが曇点の測定値である。
通常には、５０℃またはそれ以上の曇点は、グリホサートＳＬ処方の大部分の市販目的に
適合すると考えられる。下表１に示すように、５０℃またはそれ以上の曇点を維持しなが
ら、濃度３１重量％ａ．ｅ．のグリホサートＩＰＡ塩の水溶液に１５重量％までのポリオ
キシエチレン（１５）タロワミンを負荷することができるが、同じａ．ｅ．濃度のグリホ
サートＭＥＡ塩の水溶液は、曇点を５０℃以下に降下させない場合には、わずか４重量％
までの同じ界面活性剤にしか耐えることえきない。８重量％またはそれ以上のポリオキシ
エチレン（１５）タロワミン濃度において、該界面活性剤は室温（２０～２５℃）におい
てさえ３１重量％ａ．ｅ．のグリホサートＭＥＡ塩水溶液に不溶である。約０．１％また
はそれ以上の界面活性剤濃度が希釈適用組成物中で維持されるように除草剤が極端に低い
水体積中に適用される状況を除いては、３１重量％ａ．ｅ．またはそれ以上のグリホサー
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ト濃度を有する濃縮組成物中への４％またはそれ以下の界面活性剤負荷によっては、グリ
ホサート除草剤の使用者が欲する除草有効性を提供できそうにない。
【０００９】
表１．種々の濃度のポリオキシエチレン（１５）タロワミン界面活性剤１を含有するグリ
ホサート塩溶液の曇点
【表１】

【００１０】
３１重量％ａ．ｅ．以上のグリホサートａ．ｅ．濃度において、許容できる高い曇点を維
持しつつ組成物中に含ませることのできるポリオキシエチレン（１５）タロワミン量は同
様に少ない。
農耕学的に有用な界面活性剤含量を有するグリホサートの保存安定水溶液濃縮物を提供す
ること、あるいは界面活性剤を「十分に負荷された（fully loaded）」組成物であるが、
グリホサートＩＰＡ塩に基づく相当量の界面活性剤を含有する組成物または界面活性剤を
「十分に負荷された（fully loaded）」組成物よりも多くの濃縮物単位体積あたりのグリ
ホサート有効成分を雑草防除従事者に提供する組成物を提供することが望まれる。
【００１１】
　「農業経済学的に有用な界面活性剤成分」という語句は、界面活性剤不含の同様の組成
物と比較して、有利な除草剤有効性を使用者にもたらすタイプおよび量の１種またはそれ
以上の界面活性剤を意味する。「十分に負荷された」とは、水で慣用的に希釈され、葉に
適用した場合、希釈組成物にさらに界面活性剤を添加する必要なく、Roundup（登録商標
）除草剤のような現在市販されているグリホサートＩＰＡ塩処方の除草剤有効性に少なく
とも匹敵する、１種またはそれ以上の重要な雑草種に対して除草有効性を提供するに適し
た界面活性剤の十分な濃度を意味する。
【００１２】
「保存安定」は、さらに界面活性剤を含むグリホサート塩の水溶液濃縮組成物の場合には
、約５０℃までの温度に曝露した場合に相分離を起こさず（すなわち、組成物は約５０℃
またはそれ以上の曇点を有していなければならない）、好ましくは、約０℃またはそれ以
下の温度に約７日間曝露した場合にグリホサートまたはその塩の結晶を形成しないことを
意味する。理想的には、曇点は６０℃またはそれ以上であるべきで、組成物は、グリホサ
ート塩の種結晶が存在する場合においてさえ、約－１０℃よりも低い温度で約７日間、結
晶を形成せずに保存されなければならない。
【００１３】
　特定の界面活性剤およびグリホサートａ．ｅ．濃度においてグリホサート塩に「適合す
る」と本明細書に記載される界面活性剤は、特定濃度でその界面活性剤および塩を含有す
る前記に規定した保存安定性組成物を与える界面活性剤である。
【００１４】
　液体除草剤の使用者は一般に重量ではなく容量で投与量を計量し、そのような処方は一
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般に、単位面積当たりの容量、例えば１ヘクタール当たりのリットル（ｌ／ｈａ）または
１エーカー当たりの液体オンス（ｏｚ／ａｃｒｃ）で示される好適な使用量についての指
示がラベルに記載されている。従って、使用者にとって重要な除草剤有効成分の濃度は、
重量％ではなく、単位容量当たりの重量、例えば、１リットル当たりのグラム（ｇ／ｌ）
または１ガロン当たりのポンド（ｌｂ／ｇａｌ）である。グリホサート塩の場合は、１リ
ットル当たりの酸等価物（ｇ ａ．ｅ．／ｌ）として濃度を示す場合が多い。
【００１５】
　慣習的に、Monsanto CompanyのRoundup（登録商標）およびRoundup（登録商標）Ultra
除草剤のような界面活性剤含有グリホサートＩＰＡ塩処方は、約３６０ｇ ａ．ｅ．／lの
グリホサート濃度で処方されるが最も一般的である。Zenecaの界面活性剤含有グリホサー
トＴＭＳ塩処方Touchdown（登録商標）は、約３３０ｇ ａ．ｅ．／ｌのグリホサート濃度
で処方されている。より低いa.e.濃度、即ちより稀釈された処方も市販されているが、そ
れらが含有するグリホサート１単位当たりのコストが高く、主に梱包、輸送、および保存
コストに反映される。
【００１６】
さらなる利益はコスト節約および使用者に対する便利さにおけるものであり、「十分に負
荷された」水溶液濃縮物組成物、あるいは農業経済学的に有用な界面活性剤成分を含む組
成物が、３６０ｇ ａ．ｅ．／ｌよりも有意に高いグリホサート濃度、例えば約４２０ｇ 
ａ．ｅ．／ｌまたはそれ以上、あるいは約４８０ｇ ａ．ｅ．／ｌまたはそれ以上のグリ
ホサート濃度で提供されるならば、かかる利益が可能となる。
これらのような非常に高いグリホサートａ．ｅ．濃度において、通常には、重大な問題が
生じる。これは濃縮物が高粘度のために生じる水溶液濃縮物の注液および／またはポンピ
ングの困難性であり、特に低温時に明らかである。それゆえ、同じグリホサートａ．ｅ．
重量／体積濃度においてＩＰＡ塩水溶液よりも粘度の低いグリホサート塩の非常に濃縮さ
れた水溶液を有することが非常に望ましい。
以下の開示から明らかなように、これらの利益および他の利益が本発明により提供される
。
【００１７】
発明の概要
本発明は、グリホサートＭＥＡ塩の濃縮水溶液のこれまで未知であった驚くべき特性、す
なわち、同じグリホサートａ．ｅ．濃度において、ＩＰＡ塩を包含するグリホサートの他
の大部分の有機アンモニウム塩の水溶液と比較して、かかる溶液が非常に高い比重を有す
るということを利用するものである。したがって、一定の重量％濃度において、グリホサ
ートＭＥＡ塩の水溶液濃縮物組成物は、グリホサートＩＰＡ塩の対応組成物よりも組成物
単位体積あたり有意に重い有効成分を使用者に提供する。
それゆえ、本発明の１の具体例において、Ｎ－ホスホノメチルグリシン酸等価物として約
３０ないし約４８重量パーセント、好ましくは約４０ないし約４８重量パーセントの濃度
の、主にモノエタノールアンモニウム塩の形態のＮ－ホスホノメチルグリシンの水溶液を
含む除草組成物を提供する。
かかる組成物は、その比較的高い比重により、同じ酸等価物重量濃度のＮ－ホスホノメチ
ルグリシンのイソプロピルアンモニウム塩の対応組成物よりも小さい体積を占める。
【００１８】
本発明の関連具体例において、組成物１リットルあたり約３６０ないし約６００グラムの
濃度のＮ－ホスホノメチルグリシン酸等価物の、主にモノエタノールアンモニウム塩の形
態のＮ－ホスホノメチルグリシンの水溶液を含む除草組成物を提供する。
かかる組成物は、同じ酸等価物重量／体積濃度において、Ｎ－ホスホノメチルグリシンの
イソプロピルアンモニウム塩の対応組成物よりも有意に低い粘度を有する。
【００１９】
　本発明の他の実施態様において、農業経済学的に有効な量の界面活性剤の存在下に、濃
縮水溶液中にグリホサートＭＥＡ塩の極めて高い重量/容量濃度が得られることを見い出
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した。界面活性剤の選択が、このような結果を得るのに重要であることが分かった。
【００２０】
従って、さらなる具体例において、本発明は、
（１）水、
（２）組成物１リットル当り、約３６０～約５７０ｇ酸等価物の量で上記水に溶解してい
る、主にモノエタノールアンモニウム塩の形のＮ－ホスホノメチルグリシン、および
（３）組成物１リットル当り、総量約２０～約２００ｇの１種以上の界面活性剤からなる
、上記水に溶解または安定に懸濁している界面活性剤成分を含み、組成物が約５０℃より
低くない曇点を有し、好ましくは、約０℃よりも低い温度で約７日間保存された場合に、
グリホサートまたはその塩の結晶化を実質的に示さないように当該界面活性剤成分を選択
することを特徴とする除草剤組成物を提供する。
【００２１】
上の文脈において、「主として」なる語は、ａ．ｅ．として表した場合少なくとも約５０
重量％、好ましくは少なくとも約７５重量％、より好ましくは少なくとも約９０重量％の
グリホサートがＭＥＡ塩として存在することを意味する。曇点および非結晶特性が示され
た限度内にあるかぎり、そのバランスは他の塩および／またはグリホサート酸から成り立
つものであってもよい。
【００２２】
　本発明のさらなる態様において、前記の濃度におけるグリホサートＭＥＡ塩への相溶性
が予想外に高い特定の種類の界面活性剤を確認した。従って、本発明の具体例は、上記の
界面活性剤含有除草剤組成物であって、界面活性剤成分が、主として、各々、
　（１）エーテル、チオエーテル、スルホキシド、エステル、チオエステルおよびアミド
結合から選択される０～約７つの結合で一緒になった、１つまたは複数の独立した飽和ま
たは不飽和の分枝または非分枝の、脂肪族、脂環式または芳香族Ｃ３－１８ヒドロカルビ
ルまたはヒドロカルビリデン基を有し、合計で約８～約２４個の炭素原子の数Ｊを有する
疎水性部分、
および
　（２）（ｉ）０～３個のオキシエチレン基またはポリオキシエチレン鎖が直接結合した
、カチオン性であるか、カチオン性となるようにプロトン化できるアミノ基であって、該
オキシエチレン基およびポリオキシエチレン鎖が、平均してＥ＋Ｊ＝２５以下となるよう
な界面活性剤分子当たりのオキシエチレン単位の数Ｅを含み、および／または
　（ｉｉ）平均して、界面活性剤分子当たり約２以下のグリコシド単位を含むグリコシド
またはポリグリコシド基を含む親水性部分
を含む除草剤組成物である。
　かかる界面活性剤において、該疎水性部分は、（ａ）該親水性部分のアミノ基と直接、
（ｂ）該オキシエチレン基または該ポリオキシエチレン鎖の１つの末端オキシエチレン単
位の１つの酸素原子を取り込むエーテル結合によって該親水性部分と、または（ｃ）該グ
リコシド単位の１つとのエーテル結合によって該親水性部分と結合している。
【００２３】
界面活性剤含有量に関して、「主として含む」なる用語は、少なくとも約５０重量％、好
ましくは少なくとも約７５重量％、より好ましくは少なくとも約９０重量％の界面活性剤
成分が、特定の分子構造を有する界面活性剤から構成されることを意味する。本明細書に
規定される界面活性剤の重量または濃度は、水、イソプロパノール、または他の溶剤、あ
るいはグリコール（例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、ポリエチレン
グリコール等）のような、界面活性剤成分と一緒に導入される場合がある本質的に非界面
活性剤の化合物を含まない。
【００２４】
　ポリオキシエチレンアミン界面活性剤におけるＥとＪの関係をさらに説明すると、驚く
ことに、グリホサートＭＥＡ塩との適切な相溶性に関して、疎水性成分が大きいほど（即
ち、Ｊの数値が大きいほど）、より少ないオキシエチレン単位が存在する（即ち、Ｅの数
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値が小さい）ことが見い出された。例えば、ポリオキシエチレンタロワミンにおけるよう
に、Ｊが約１８の平均値を有する場合に、オキシエチレン単位の最大数は約７である。し
かしながら、ポリオキシエチレンココアミンにおけるように、Ｊが約１２の平均値を有す
る場合に、Ｅは約１３である。
【００２５】
いかなる方法においても本発明の範囲を限定するものではないが、下式（Ｖ）および（Ｖ
Ｉ）で示される２種類の界面活性剤が、本発明の組成物に特に有用である。
【００２６】
本発明の１の具体例は上記除草剤濃縮組成物であって、該組成物において、界面活性剤が
ｐＨレベル約４において式（Ｖ）：
[R1-(XR2)m-(OCH2CH2)n-(NR

3R4-(CH2)p)q-(glu)rOH]s[A]t　　　　（Ｖ）
［式中：
Ｒ１は、水素またはＣ１-１８ヒドロカルビルであり；
各Ｘは、独立して、エーテル、チオエーテル、スルホキシド、エステル、チオエステル、
またはアミド結合であり；
各Ｒ２は、独立して、Ｃ３-６ヒドロカルビリデンであり；
ｍは、０～約８の平均数であり；
Ｒ１－（ＸＲ２）ｍにおける炭素原子の合計数は、約８～約２４であり；
ｎは、０～約５の平均数であり；
Ｒ３およびＲ４は、独立して、水素またはＣ１-４アルキルであり；
ｐは、２～４であり；
ｑは、０または１であり；
gluは、式：
【化５】

で示される単位（本明細書において、グルコシド単位と称する）であり；
ｒは、１～約２の平均数であり；
Ａは、アニオン成分であり；および
電気的中性が維持されるように、ｓは１～３の整数であり、ｔは０または１である]
を有する１種またはそれ以上の界面活性剤を主として含んでいる。
【００２７】
本発明の他の具体例は上記除草剤濃縮組成物であって、該組成物において、界面活性剤成
分が約４のｐＨレベルにおいて式（ＶＩ）：
【化６】

［式中：
Ｒ１は、水素またはＣ１-１８ヒドロカルビルであり；
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各Ｘは、独立して、エーテル、チオエーテル、スルホキシド、エステル、チオエステル、
またはアミド結合であり；
各Ｒ２は、独立して、Ｃ３-６ヒドロカルビリデンであり；
ｍは、０～約９の平均数であり；
Ｒ１－（ＸＲ２）ｍにおける炭素原子の合計数Ｊは、約８～約２４であり；
ｎは、０～約５の平均数であり；
Ｒ５は、水素、Ｃ１-４アルキル、ベンジル、アニオンオキシド基、またはアニオン基－
（ＣＨ２）ｕＣ（Ｏ）Ｏ［ｕは１～３である］；
Ｒ６およびＲ７は、独立して、水素、Ｃ１-４アルキルまたはＣ２-４アシルであり；
ｘおよびｙは、ｘ＋ｙ＋ｎが前記に定義される数Ｅより大きくならないような平均数であ
り；
Ａは、アニオン成分であり；および
電気的中性が維持されるように、ｓは１～３の整数であり、ｔは０または１である]
を有する１種またはそれ以上の界面活性剤を主として含んでいる。
【００２８】
前記の式（Ｖ）または（ＶＩ）で示される界面活性剤は、オキシエチレン単位が存在する
場合に、界面活性剤分子１個当たりのオキシエチレン単位の平均数が２５－Ｊ以下（Ｊは
前記に定義した通りである）であり、グルコース単位が存在する場合に、界面活性剤分子
１個当たりのグルコース単位の平均数が約２以下である、アルキルポリグルコシド、アル
キルアミノグルコシド、ポリオキシエチレンアルキルアミン、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテルアミン、アルキルトリメチルアンモニウム塩、アルキルジメチルベンジルアン
モニウム塩、ポリオキシエチレンＮ－メチルアルキルアンモニウム塩、ポリオキシエチレ
ンＮ－メチルアルキルエーテルアンモニウム塩、アルキルジメチルアミンオキシド、ポリ
オキシエチレンアルキルアミンオキシド、ポリオキシエチレンアルキルエーテルアミンオ
キシド、アルキルベタイン、アルキルアミドプロピルアミン等のように記載しうる非限定
的な界面活性剤を包含する。このパラグラフに使用される「アルキル」という用語は、当
分野で一般的な意味を有し、Ｃ８-１８脂肪族、飽和または不飽和、直鎖または分枝鎖ヒ
ドロカルビルを意味する。
【００２９】
オキシエチレン単位またはグルコシド単位のような界面活性剤の構造特性に関して、最大
または最小「平均数」という用語が本明細書で使用される場合に、界面活性剤の個々の分
子のそのような単位の整数が一般に、最大「平均数」より大きい整数または最小「平均数
」より小さい整数を包含する範囲で変化すると理解すべきものとする。「平均数」の所定
範囲外のそのような単位の整数を有する個々の界面活性剤分子の組成物における存在は、
「平均数」が所定の範囲であり、他の条件が満たされている限り、その組成物を本発明の
範囲から除外しない。
【００３０】
さらに、本発明は、本明細書で得られる除草的に効果的な容量の組成物を適宜の容量の水
で希釈して適用組成物を調製し、該適用組成物を植物または植物類の葉に適用することを
特徴とする除草方法を提供する。
【００３１】
（発明を実施するための最良の態様）
上記したように、意外にも、グリホサートＭＥＡ塩の濃縮水溶液が、極めて大きい比重を
有することが見い出された。表２は、一例として、現在のまたは以前の商業的に関心のあ
る有機アンモニウム塩および他の塩と比較して、グリホサートのＭＥＡ塩の３０重量％グ
リホサートa.e.溶液について測定した比重を示す。比重は、Mettler DA-300 Density/Spe
cific Gravity Meterを使用して測定される。
【００３２】
表２　３０％重量％のグリホサートａ.ｅ.一塩基性塩溶液の比重（２０／１５.６℃）
【表２】
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【００３３】
従って、１リットルの２０℃での３０重量％ａ.ｅ.グリホサートＭＥＡ塩溶液は、約３７
６ｇのグリホサートａ.ｅ.／ｌを含有し、一方、１リットルの２０℃での３０重量％ａ.
ｅ.グリホサートＩＰＡ塩溶液は、約３４７ｇグリホサートａ．ｅ．／ｌを含有する。言
い換えれば、同じａ.ｅ.重量濃度において、ＭＥＡ塩溶液は、１リットルにつき約７％多
いグリホサートａ.ｅ.をデリバリーする。
【００３４】
高比重のＭＥＡ塩の溶液は、ＭＥＡ塩の水中溶解性の範囲だけでなく、界面活性剤の相溶
性の範囲によっても、グリホサート最大濃度が抑えられる、界面活性剤含有溶液において
特に価値のあるものとなる。かかる溶液での、ＭＥＡ塩の利点は、（ａ）ＩＰＡ塩を同じ
界面活性剤濃度の同じ相溶性の界面活性剤の存在下にて用いるよりも、より高いグリホサ
ートａ.ｅ.の最大重量／容量濃度が得られること、（ｂ）ＩＰＡ塩を同じグリホサートａ
.ｅ.の重量／容量濃度で用いるよりも、より高い相溶性の界面活性剤濃度が得られること
、（ｃ）グリホサートａ.ｅ.および界面活性剤の所定の重量／容量濃度で、ＩＰＡ塩を用
いて調製された対応する組成物よりも改良された保存安定性が得られること、（ｄ）グリ
ホサートａ.ｅ.および界面活性剤の所定の重量／容量濃度で、比重が低い結果として、Ｉ
ＰＡ塩を用いて調製された対応する組成物よりも改良された注ぎ特性およびポンピング特
性が得られることである。
【００３５】
本発明の組成物の利点はグリホサート濃度が減少するにつれて小さくなり、酸等価物が約
３６０ｇ／ｌより低い、すなわち、ラウンドアップ（Roundup）（登録商標）除草剤など
の市販されているグリホサートＩＰＡ塩製品に配合されている濃度よりも低いグリホサー
ト濃度では下限ぎりぎりでしかない。本発明の好ましい組成物においては、グリホサート
濃度は４２０ｇａ.ｅ.／ｌより小さくなく、または約４２０ｇａ.ｅ.／ｌではなく、特に
好ましい組成物においては、約４８０ｇａ.ｅ.／ｌ、例えば、約４８０ないし約５４０ｇ
ａ.ｅ.／ｌより小さくはない。本発明の保存安定性のある界面活性剤含有の組成物中のグ
リホサート濃度の上限は約５７０ｇａ.ｅ.／ｌであり、この上限はグリホサートＭＥＡ塩
の水中における溶解度限界の結果であり、界面活性剤が配合されていることでさらに限界
が低下した結果であると考えられる。
【００３６】
グリホサート濃度の上限と同様に、配合しうる界面活性剤の量は低濃度のグリホサート濃
度よりも低い。大抵の目的には、この少量の界面活性剤ではグリホサートの除草剤の効能
を許容できる程度に信頼できる強化を得るのに不適当であると思われる。しかし、一の容
量で、例えば、約１０ないし約５０リットル／ヘクタールの容量で植物を処理するために
、組成物を比較的少量の水で希釈しなければならない、ある特定の目的に用いる場合、本
発明の濃縮組成物中の組成物濃度は、通常、約２０ｇ／ｌと低くすることができる。この
ような特異的な目的の適用はロープ－ウィック塗布および超低容量の空中散布を包含する
。一般的な目的の適用には、典型的には、約５０ないし約１０００リットル／ヘクタール
の、最も好ましくは約１００ないし約４００リットル／ヘクタールの水で希釈した後に散
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布することにより、本発明の濃縮組成物の界面活性剤濃度は、好ましくは、約６０ないし
約２００ｇ／ｌである。
【００３７】
本発明の組成物に有効であることが見い出された代表的な界面活性剤の型は、下記のもの
を包含する：
（Ａ）　Ｒ１がＣ８-１８脂肪族、飽和または不飽和、直鎖または分枝鎖ヒドロカルビル
鎖であり、ｍ、ｎ、およびｑが０であり、ｓが１であり、ｔが０である式（Ｖ）に対応す
る界面活性剤。この群は当分野で包括的に既知であるか、または本明細書中「アルキルポ
リグルコシド」または「ＡＰＧ」と称される、いくつかの市販の界面活性剤を包含する。
好適な例は、Henkelによって市販されているAgrimulTM PG-2069およびAgrimulTM PG-2076
である。
【００３８】
（Ｂ）　Ｒ１がＣ８-１８脂肪族、飽和または不飽和、直鎖または分枝鎖ヒドロカルビル
鎖であり、ｍが０である式（VI）に対応する界面活性剤。この群において、Ｒ１が単独で
界面活性剤の疎水性成分を形成し、アルキルアミンにおけるように直接的に、またはある
種のアルキルエーテルアミンにおけるようにオキシエチレン基の酸素原子またはポリオキ
シエチレン鎖の末端酸素原子によって形成されるエーテル結合によって、アミノ官能基に
結合している。種々の親水性成分を有する例示的な下位の種類は、下記のものを包含する
：
【００３９】
（Ｂ－１）　ｘおよびｙが０であり、Ｒ５およびＲ６が独立してＣ１-４アルキルであり
、Ｒ７が水素であり、ｔが１である界面活性剤。この下位の種類は、
（Ｒ５およびＲ６がそれぞれメチルである）当分野で既知であるかまたは本明細書中「ア
ルキルジメチルアミン」と称されるいくつかの市販の界面活性剤を包含する。好適な例は
、AkzoによってArmeenＴＭ DM12Dとして市販されているドデシルジメチルアミン、ならび
にCecaによってNoramＴＭ DMC DおよびNoramＴＭ DMS Dとしてそれぞれ市販されているコ
コジメチルアミンおよびタロージメチルアミンである。そのような界面活性剤は一般に非
プロトン化形態で市販されており、アニオンＡはこの界面活性剤と一緒に供給されない。
しかし、約４～５のｐＨのグリホサートＭＥＡ塩処方においては、界面活性剤がプロトン
化され、アニオンＡが二塩基性塩を形成しうるグリホサートであることができることが分
かる。
【００４０】
（Ｂ－２）　ｘおよびｙが０であり、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７が独立してＣ１－４アルキ
ルであり、ｔが１である、界面活性剤。この下位の種類は、（Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７が
それぞれメチルであり、Ａがクロリドイオンである）当分野で既知であるかまたは本明細
書中「アルキルトリメチルアンモニウムクロリド」と称されるいくつかの市販の界面活性
剤を包含する。好適な例は、AkzoによってArquadTM Cとして市販されているココアルキル
トリメチルアンモニウムクロリドを包含する。
【００４１】
（Ｂ－３）　ｘ＋ｙが２またはそれ以上であり、Ｒ６およびＲ７が水素であり、ｔが１で
ある界面活性剤。この下位の種類は、当分野で既知であるかまたは本明細書中「ポリオキ
シエチレンアルキルアミン」（ｎが０であり、Ｒ５が水素である）、ある種の「ポリオキ
シエチレンアルキルエーテルアミン」（ｎが１～５であり、Ｒ５が水素である）、「ポリ
オキシエチレンＮ－メチルアルキルアンモニウムクロリド」（ｎが０であり、Ｒ５がメチ
ルである）、ある種の「ポリオキシエチレンＮ－メチルアルキルエーテルアンモニウムク
ロリド」（ｎが１～５であり、Ｒ５がメチルである）と称される市販の界面活性剤を包含
する。好適な例は、AkzoよってEthomeenTM C/12、EthomeenTM T/15、およびEthomeenTM C
/20としてそれぞれ市販されているポリオキシエチレン（２）ココアミン、ポリオキシエ
チレン（５）タロワミン、およびポリオキシエチレン（１０）ココアミン；アミン基がプ
ロトン化されていない場合に、米国特許第５,７５０,４６８号に開示されている式（ＶＩ
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【００４２】
【化７】

［式中、Ｒ１はＣ１２-１５アルキルであり、ｘ＋ｙは５である］
で示される界面活性剤；ならびに、AkzoよってEthoquadTM C/12およびEthoquadTM 18/12
としてそれぞれ市販されているポリオキシエチレン（２）Ｎ－メチルココアンモニウムク
ロリドおよびポリオキシエチレン（２）Ｎ－メチルステアリルアンモニウムクロリドであ
る。Ｒ５が水素である、即ち第四級アンモニウム界面活性剤ではなく第三級である場合に
、アニオンＡは一般に界面活性剤に含有されない。しかし、約４～５のｐＨのグリホサー
トＭＥＡ塩処方においては、アニオンＡが二塩基性塩の形成能を有するグリホサートであ
り得ることが分かるであろう。
【００４３】
（Ｂ－４）　Ｒ５がアニオンオキシド基であり、ｔが０である界面活性剤。この下位の種
類は、当分野で既知であるかまたは本明細書中「アルキルジメチルアミンオキシド」（ｎ
、ｘ、およびｙが０であり、Ｒ６およびＲ７がメチルである）、ある種の「アルキルエー
テルジメチルアミンオキシド」（ｎが１～５であり、ｘおよびｙが０であり、Ｒ６および
Ｒ７がメチルである）、「ポリオキシエチレンアルキルアミンオキシド」（ｎが０であり
、ｘ＋ｙが２またはそれ以上であり、Ｒ６およびＲ７が水素である）、およびある種の「
ポリオキシエチレンアルキルエーテルアミンオキシド」（ｎが１～５であり、ｘ＋ｙが２
またはそれ以上であり、Ｒ６およびＲ７が水素である）と称される市販の界面活性剤を包
含する。好適な例は、AkzoよってAromoxTM DMCとして市販されているココジメチルアミン
オキシド、およびAkzoよってAromoxTM C/12として市販されているポリオキシエチレン（
２）ココアミンオキシドである。
【００４４】
（Ｂ－５）　Ｒ５がアニオン基－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ（アセテート）であり、ｘおよびｙが
０であり、ｔが０である界面活性剤。この種類は、「アルキルベタイン」（ｎが０であり
、Ｒ５がアセテートであり、Ｒ６およびＲ７がメチルである）、およびある種の「アルキ
ルエーテルベタイン」（ｎが１～５であり、Ｒ５がアセテートであり、Ｒ６およびＲ７が
メチルである）として当分野で既知であるかまたは本明細書においてそのように称される
市販の界面活性剤を包含する。好適な例は、HenkelよってVelvetexTM AB-45として市販さ
れているココベタインである。

【００４５】
（Ｃ）　Ｒ１がＣ８-１８脂肪族、飽和または不飽和、直鎖または分枝鎖ヒドロカルビル
鎖であり、ｍが１であり、Ｘがエーテル結合であり、Ｒ２がｎ－プロピレンであり、ｎが
０である式（VI）に対応する界面活性剤。この群において、Ｒ１がＯＲ２と一緒になって
、Ｒ２結合によってアミノ官能基に直接に結合している界面活性剤の疎水性成分を形成す
る。これらの界面活性剤は、米国特許第５,７５０,４６８号に開示されているアルキルエ
ーテルアミンの下位の種類である。例示的な下位の種類は、前記（Ｂ－１）～（Ｂ－５）
に例示される種々の親水性成分を有する。好適な例は、アミン基がプロトン化されていな
い場合に、米国特許第５,７５０,４６８号に開示されているような、式（ＶＩＩＩ）：
【００４６】
【化８】
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に従う界面活性剤、
【００４７】
式（ＩＸ）：
【化９】

に従う界面活性剤、および
【００４８】
式（Ｘ）：
【化１０】

に従う界面活性剤、ここで各式（VIII）、（IX）、および（Ｘ）において、Ｒ１はＣ１２

-１５アルキルであり、ｘ＋ｙは５である。
【００４９】
（Ｄ）　Ｒ１がＣ８-１８脂肪族、飽和または不飽和、直鎖または分枝鎖ヒドロカルビル
鎖であり、ｍが１～５であり、各ＸＲ２が－ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－基であり、ｎが０
である式（VI）に対応する界面活性剤。この群において、Ｒ１が－ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ

２－基と一緒になって、アミノ官能基に直接的に結合している界面活性剤の疎水性成分を
形成する。これらの界面活性剤も、米国特許第５,７５０,４６８号に開示されているアル
キルエーテルアミンの種類である。例示的な種類は、前記（Ｂ－１）～（Ｂ－５）に例示
される種々の親水性成分を有する。好適な例は、アミン基がプロトン化されていない場合
に、米国特許第５,７５０,４６８号に開示されているような、式（ＸＩ）：
【００５０】
【化１１】

［式中、Ｒ１はＣ１２-１５アルキルであり、ｍは２であり、ｘ＋ｙは５である］
で示される界面活性剤である。
【００５１】
（Ｅ）　Ｒ１がＣ８-１８脂肪族、飽和または不飽和、直鎖または分枝鎖ヒドロカルビル
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鎖であり、ｍが１であり、Ｘがアミド結合であり、Ｒ２がｎ－プロピレンであり、ｎが０
である式（VI）に対応する界面活性剤。この群において、Ｒ１がＸＲ２と一緒になって、
Ｒ２結合によってアミノ官能基に直接に結合している界面活性剤の疎水性成分を形成する
。この群の好ましい界面活性剤において、ｘおよびｙは０であり、Ｒ５は水素またはＣ１

-４アルキルであり、Ｒ６およびＲ７は独立してＣ１-４アルキルであり、ｔは１である。
好適な例は、McIntyreによってMackaleneTM 117として市販されているココアミドプロピ
ルジメチルアミンプロピオネートである。
【００５２】
（Ｆ）　Ｒ１が水素であり、ｍが３～８であり、各ＸＲ２が－ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－
基である式（VI）に対応する界面活性剤。この群において、－ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－
基のポリエーテル鎖（ポリオキシプロピレン鎖）が、直接的にかあるいは１個またはそれ
以上のオキシエチレン単位を介してアミノ官能基に結合している界面活性剤の疎水性成分
を形成する。この群の好ましい界面活性剤において、ｘおよびｙは０であり、Ｒ５、Ｒ６

、およびＲ７は独立してＣ１-４アルキルであり、ｔは１である。これらの界面活性剤は
、米国特許第５,６５２,１９７号に開示されているポリオキシプロピレン第四級アンモニ
ウム界面活性剤の種類である。好適な例において、ｍは７であり、ｎは１であり、Ｒ５、
Ｒ６、およびＲ７はそれぞれメチルであり、Ａはクロリドである。
【００５３】
　ｔが１である界面活性剤において、Ａはいずれかの適切なアニオンであり得るが、好ま
しくは塩化物、臭化物、ヨウ化物、硫酸、エト硫酸、リン酸、酢酸、プロピオン酸、コハ
ク酸、乳酸、クエン酸、酒石酸・アニオン、または上記のようにグリホサート・アニオン
である。
【００５４】
本発明の１つの実施態様において、組成物は米国特許第５，７５０，４６８号に開示され
るアルキルエーテルアミンのクラスの界面活性剤を含有する。さらなる実施態様において
、存在する界面活性剤は米国特許第５，７５０，４６８号に開示されるアルキルエーテル
アミン以外である。
【００５５】
本発明の特定の実施態様は、グリホサート濃度（ｇ　ａ．ｅ．／ｌで表される）が、全て
のグリホサートが代わりにＩＰＡ塩として存在する場合に許容される保存安定性を提供す
る最高濃度より高い上記のようなグリホサートＭＥＡ塩組成物である。再び、許容される
保存安定性によって、約５０℃以上の曇点を有し、好ましくは、約０℃以上の温度に約７
日間までの期間曝露した場合にグリホサートまたはその塩の結晶の形成を実質的に示さな
いことが意味される。
【００５６】
本発明の別の特定の実施態様は、全てのグリホサートが代わりにＩＰＡ塩の形態である以
外同様な組成物より低い粘性を有する上記のようなグリホサートＭＥＡ塩組成物である。
より低い粘性が、低温（例えば、約－１０℃～約１０℃）における改善された注液性（po
urability）および／またはポンパビリティとして表される場合、特に有用である。驚く
べきことに、グリホサートＩＰＡ塩の対応する組成物に比較した場合、低下した粘性が実
質的に全てのグリホサートＭＥＡ塩の水性濃縮組成物の特徴であることが見出された。こ
の知見は、本明細書中の実施例４、特にこの実施例の一部をなす表６中のデータによって
特に良く示されている。
【００５７】
水性濃縮組成物において、グリホサート塩の濃度および／または界面活性剤の濃度が、Ｍ
ＥＡ塩を用いてさえも粘性が許容されない高さであるほど高い場合、それでもなおＭＥＡ
塩はＩＰＡを上回る有意な利点を提供する。そのような組成物において、少量の水を添加
すると、代表的には、グリホサートがＩＰＡ塩ではなくＭＥＡ塩として存在する場合、粘
性はずっと大きく低下される。いずれかの所望されるレベルに粘性を低下させるために必
要とされる水の量は、ＩＰＡ塩の場合よりＭＥＡ塩の場合で有意に少ない。
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【００５８】
界面活性剤含有水溶液濃縮組成物中でグリホサートＩＰＡ塩をグリホサートＭＥＡ塩で置
換すると、目に対する刺激性を低下させるというさらなる利点を提供することができるこ
とが予想外に見出された。これは特に驚くべきことである。なぜなら、示されるいずれも
の目の刺激性の主な原因になっているのは、そのような組成物の界面活性剤成分である（
特に、優勢な界面活性剤がアミンベースの界面活性剤である場合）ことが知られているか
らである。従って、本発明のさらなる特定の実施態様は、全てのグリホサートが代わりに
ＩＰＡ塩の形態である以外同様な組成物より低い目の刺激性を有する上記のようなグリホ
サートＭＥＡ塩組成物である。
【００５９】
本発明は主に、グリホサートのＭＥＡ塩の水溶液濃縮処方物に関するが、そのような水溶
液濃縮処方物には所望により、限定するものではないが、水溶性形態の以下を包含する１
個以上のさらなる水溶性除草有効成分をさらに含めることができる：アシフルオルフェン
（acifluorfen）、アシュラム、ベナゾリン（benazolin）、ベンタゾン、ビアラホス、ビ
スピリバック（bispyribac）、ブロマシル、ブロモキシニル、カルフェントラゾン（carf
entrazone）、クロラムベン（chloramben）、クロピラリド（clopyralid）、２，４－Ｄ
、２，４－ＤＢ、ダラポン（dalapon）、ジカンバ（dicamba）、ジクロルプロップ、ジク
ロホップ（diclofop）、ジフェンゾクワット（difenzoquat）、ジクワット、エンドター
ル（endothall）、フェナック（fenac）、フェノキサプロップ、フラムプロップ（flampr
op）、フルアジホップ、フルオログリコフェン（fluoroglycofen）、フルオロキシピル（
fluoroxypyr）、ホメサフェン（fomesafen）、ホサミン、グルホシネート、ハロキシホッ
プ（haloxyfop）、イマザメス（imazameth）、イマザメタベンズ（imazamethabenz）、イ
マザモクス（imazamox）、イマザピック（imazapic）、イマザピル（imazapyr）、イマザ
キン（imazaquin）、イマゼタピル（imazethapyr）、アイオキシニル、ＭＣＰＡ、ＭＣＰ
Ｂ、メコプロップ（mecoprop）、メチルアルソン酸、ナプタラム（naptalam）、ノナン酸
、パラコート、ピクロラム、スルファミン酸、２，３，６－ＴＢＡ、ＴＣＡおよびトリク
ロピル。
。さらなる除草剤がグリホサートと同様にアニオン性である場合、さらなる除草剤がＭＥ
Ａ塩と同様に主として存在することが好ましい。
【００６０】
それゆえ、本発明の１つの実施態様は主としてそのＭＥＡ塩の形態のグリホサート、およ
び主としてそのＭＥＡ塩の形態の第２のアニオン性除草剤を含む除草水溶液濃縮組成物で
あって、グリホサートおよび第２のアニオン性除草剤の合計濃度は約３６０～約５７０ｇ
　ａ．ｅ．／ｌであり、組成物はさらに、約２０～約２００ｇ／ｌの濃度で、本発明に従
って選択される界面活性剤成分を含む。
【００６１】
この実施態様において、第２のアニオン性除草剤に対するグリホサートａ．ｅ．の重量／
重量比が約１：１以上、例えば、約１：１～約３０：１であることが好ましい。第２のア
ニオン性除草剤は好ましくは以下からなる群より選択される：アシフルオルフェン、ビア
ラホス、カルフェントラゾン、クロピラリド、２，４－Ｄ、２，４－ＤＢ、ジカンバ、ジ
クロルプロップ、グルホシネート、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＢ、メコプロップ、メチルアルソン
酸、ノナン酸、ピクロラム、トリクロピルならびにイマザメス、イマザメタベンズ、イマ
ザモクス、イマザピック、イマザピル、イマザキンおよびイマゼタピルを含むイミダゾリ
ノンクラスの除草剤。
【００６２】
グリホサートが主としてそのＭＥＡ塩の形態で存在する水相、および相対的に水不溶性の
第２の除草有効成分を所望により含有する非水性相を有する液体濃縮処方物も本発明によ
って包含される。そのような処方物は例示的には乳濁物（マクロエマルジョンおよびマイ
クロエマルジョン、油中水、水中油および水中油中水タイプを包含する）、懸濁物ならび
に懸濁乳濁物（suspoemulsion）を包含する。非水性相には所望によりマイクロカプセル
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化成分、例えば、マイクロカプセル化除草剤を含めることができる。非水性相を有する本
発明の処方物において、全体としての組成物中のグリホサートａ．ｅ．の濃度はそれでも
なお水溶液濃縮処方物について本明細書中で記載する範囲内である。
【００６３】
そのような処方物中で使用できる例示的な水不溶性除草剤は以下を包含する：アセトクロ
ール（acetochlor）、アクロニフェン（aclonifen）、アラクロール、アメトリン、アミ
ドスルフロン（amidosulfuron）、アニロホス（anilofos）、アトラジン、アザフェニジ
ン（azafenidin）、アジムスルフロン（azimsulfuron）、ベンフルラリン（benfluralin
）、ベンフレセート（benfuresate）、ベンスルフロン－メチル、ベンスリド（bensulide
）、ベンゾフェナップ、ビフェノックス、ブロモブチド、ブロモフェノキシム（bromofen
oxim）、ブタクロール、ブタミホス、ブトラリン（butralin）、ブトロキシジム（butrox
ydim）、ブチレート（butylate）、カフェンストロール（cafenstrole）、カルベタミド
（carbetamide）、カルフェントラゾン－エチル、クロメトキシフェン（chlomethoxyfen
）、クロルブロムロン（chlorbromuron）、クロリダゾン（chloridazon）、クロリムロン
－エチル（chlorimuron-ethyl）、クロルニトロフェン（chlornitrofen）、クロロトルロ
ン（chlorotoluron）、クロルプロファム（chlorpropham）、クロルスルフロン（chlorsu
lfuron）、クロルタール－ジメチル（chlorthal-dimethyl）、クロルチアミド（chlorthi
amid）、シンメチリン（cinmethylin）、シノスルフロン（cinosulfuron）、クレトジム
（clethodim）、クロジナホップ－プロパルギル（clodinafop-propargyl）、クロマゾン
（clomazone）、クロメプロップ（clomeprop）、クロランスラム－メチル（cloransulam-
methyl）、シアナジン（cyanazine）、シクロエート（cycloate）、シクロスルファムロ
ン（cyclosulfamuron）、シクロキシジム（cycloxydim）、シハロホップ－ブチル（cyhal
ofop-butyl）、ダイムロン（daimuron）、デスメジファム（desmedipham）、デスメトリ
ン（desmetryn）、ジクロベニル（dichlobenil）、ジクロホップ－メチル、ジフルフェニ
カン（diflufenican）、ジメフロン（dimefuron）、ジメピペレート、ジメタクロール（d
imethachlor）、ジメタメトリン、ジメテナミド（dimethenamid）、ジニトラミン（dinit
ramine）、ジノターブ（dinoterb）、ジフェナミド、ジチオピル（dithiopyr）、ジウロ
ン（diuron）、ＥＰＴＣ、エスプロカルブ、エタルフルラリン（ethalfluralin）、エタ
メツルフロン－メチル（ethametsulfuron-methyl）、エトフメセート（ethofumesate）、
エトキシスルフロン（ethoxysulfuron）、エトベンザニド（etpobenzanid）、フェノキサ
プロップ－エチル、フェヌロン（fenuron）、フラムプロップ－メチル（flamprop-methyl
）、フラザスルフロン（flazasulfuron）、フルアジホップ－ブチル（fluazifop-butyl）
、フルクロラリン（fluchloralin）、フルメツラム（flumetsulam）、フルミクロラック
－ペンチル（flumiclorac-pentyl）、フルミオキサジン（flumioxazin）、フルオメツロ
ン（fluometuron）、フルオロクロリドン（fluorochloridone）、フルオログリコフェン
－エチル、フルポキサム（flupoxam）、フルレノール（flurenol）、フルリドン（flurid
one）、フルロキシピル－１－メチルヘプチル、フルルタモン（flurtamone）、フルチア
セト－メチル（fluthiacet-methyl）、ホメサフェン（fomesafen）、ハロスルフロン（ha
losulfuron）、ハロキシホップ－メチル（haloxyfop-methyl）、ヘキサジノン、イマゾス
ルフロン（imazosulfuron）、インダノファン（indanofan）、イソプロツロン（isoprotu
ron）、イソウロン、イソキサベン（isoxaben）、イソキサフルトール（isoxaflutole）
、イソキサピリホップ（isoxapyrifop）、ラクトフェン（lactofen）、レナシル、リニュ
ロン、メフェナセット、メタミトロン（metamitron）、メタザクロール（metazachlor）
、メタベンズチアズロン（methabenzthiazuron）、メチルジムロン（methyldymron）、メ
トベンズロン（methobenzuron）、メトブロムロン（metobromuron）、メトラクロール、
メトスラム（metosulam）、メトキスロン（metoxuron）、メトリブジン、メツルフロン（
metsulfuron）、モリネート、モノリヌロン（monolinuron）、ナプロアニリド、ナプロパ
ミド、ナプタラム（naptalam）、ネブロン（neburon）、ニコスルフロン（nicosulfuron
）、ノルフルラゾン（norflurazon）、オルベンカーブ、オリザリン（oryzalin）、オキ
サジアルギル（oxadiargyl）、オキサジアゾン、オキサスルフロン（oxasulfuron）、オ



(19) JP 4652573 B2 2011.3.16

10

20

30

40

50

キシフルオルフェン（oxyfluorfen）、ペブレート（pebulate）、ペンディメタリン、ペ
ンタノクロール（pentanochlor）、ペントキサゾン（pentoxazone）、フェンメディファ
ム、ピペロホス、プレチラクロール、プリミスルフロン（primisulfuron）、プロディア
ミン（prodiamine）、プロメトン（prometon）、プロメトリン、プロパクロール（propac
hlor）、プロパニル（propanil）、プロパキザホップ（propaquizafop）、プロパジン、
プロファム（propham）、プロピソクロール（propisochlor）、プロピザミド（propyzami
de）、プロスルホカルブ（prosulfocarb）、プロスルフロン（prosulfuron）、ピラフル
フェン－エチル（pyraflufen-ethyl）、ピラゾリネート（pyrazolynate）、ピラゾスルフ
ロン－エチル（pyrazosulfuron-ethyl）、ピラゾキシフェン、ピリブチカルブ（pyributi
carb）、ピリデート（pyridate）、ピリミノバク－メチル（pyriminobac-methyl）、キン
クロラック（quinclorac）、キンメラック（quinmerac）、キザロホップ－エチル（quiza
lofop-ethyl）、リムスルフロン（rimsulfuron）、セトキシジム、シデュロン、シマジン
、シメトリン、スルコトリオン（sulcotrione）、スルフェントラゾン（sulfentrazone）
、スルホメツロン（sulfometuron）、スルホスルフロン（sulfosulfuron）、テブタム（t
ebutam）、テブチウロン、ターバシル、ターブメトン（terbumeton）、ターブチラジン（
terbuthylazine）、ターブトリン（terbutryn）、テニルクロール（thenylchlor）、チア
ゾピル（thiazopyr）、チフェンスルフロン（thifensulfuron）、チオベンカルブ、チオ
カルバジル（tiocarbazil）、トラルコキシジム（tralkoxydim）、トリアレート（triall
ate）、トリアスルフロン（triasulfuron）、トリベヌロン（tribenuron）、トリエタジ
ン（trietazine）、トリフルラリン（trifluralin）、トリフルスルフロン（triflusulfu
ron）およびバーナレート。そのような水不溶性除草剤に対するグリホサートａ．ｅ．の
重量／重量比が約１：１以上、例えば、約１：１～約３０：１であることが好ましい。
【００６４】
組成物の曇点および非結晶特性が本発明に従ったままである限り、本発明の組成物中に上
記で定義した界面活性剤成分以外の賦形剤成分を所望により存在させることができる。そ
のようなさらなる賦形剤成分は、色素、粘稠剤、結晶阻害剤、抗凍結剤（グリコールを含
む）、泡緩和剤（foam moderating agent）、抗流動剤、混和剤（compatibilizing agent
）などのような従来の処方添加物を包含する。
【００６５】
グリホサート処方物においてしばしば使用される賦形剤成分の型は、グリホサートの除草
活性または除草活性の一貫性を増強させるために含まれる硫酸アンモニウムのような無機
塩である。そのような増強を提供するために必要とされる処方物中の無機塩の含有量は代
表的には相対的に高く、しばしば存在するグリホサートの量より高いので、本発明の組成
物にそのような塩を添加することはめったに有用ではない。少なくとも３６０ｇ　ａ．ｅ
．／ｌの濃度でグリホサートＭＥＡ塩を含有する保存安定水性組成物中に収容できる、例
えば、硫酸アンモニウムの量は、実質的な利益をもたらさない程度に少ない。それゆえ、
代替として、少量のシナージスト（synergist）（例えば、それぞれ国際公開第ＷＯ９８
／３３３８４号およびＷＯ９８／３３３８５号に開示されるようなアントラキノン化合物
またはフェニル置換オレフィン化合物）を含める。
【００６６】
本発明の組成物を使用する除草方法において、組成物を適宜の容量の水で希釈して、適用
溶液を調製し、次いでこれを、所望の除草効果を与えるために十分な適用比率で、植物（
単数または複数）の葉に適用する。この適用比率は通常、単位処理面積当りのグリホサー
トの量、例えば、１ヘクタール当りの酸等価物のグラム（ｇ　ａ．ｅ．／ｈａ）として表
される。「所望の除草効果」を構成するのは、代表的および例示的には、グリホサートが
処理植物においてその完全な除草または植物毒性効果を発揮する期間の後の、生育低下ま
たは死亡率によって測定した場合の、植物種のコントロールの８５％である。植物種およ
び生育条件によって、この期間は１週間程度の短かさである可能性はあるが、通常は、グ
リホサートがその完全な効果を発揮するためには、少なくとも２週間の期間が必要とされ
る。
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【００６７】
本発明の組成物について除草に有効な適用比率を選択することは、通常の農業科学者の技
術範囲内である。当業者は同様に、個々の植物の状態、天候および生育条件ならびに特定
の有効成分および組成物中のその重量比が本発明の実施において達成される除草有効性の
程度に影響を及ぼすことを認識する。グリホサート組成物の使用に関しては、適切な適用
比率についての多くの情報が知られている。２０年にわたるグリホサートの使用およびそ
の使用に関する公開された研究によって豊富な情報が提供されている。この情報から、雑
草防除従業者は、特定の生育段階、特定の環境条件にある特定の種の除草に有効であるグ
リホサート適用比率を選択することができる。
【００６８】
グリホサート塩の除草組成物は世界中の多種多様な植物を防除するために使用されており
、この点でＭＥＡ塩は他のグリホサート塩とは違いがないと考えられている。
【００６９】
本発明の組成物をその防除のために使用できる特に重要な一年生双子葉植物種としては、
限定するものではないが、ベルベットリーフ（velvetleaf）（Abutilon theophrasti）、
アカザ（Amaranthus spp.）、アメリカスズカケノキ（Borreria spp.）、アブラナ（oils
eed rape）、アブラナ（canola）、カラシナなど（Brassica spp.）、ツユクサ（Commeli
na spp.）、フィラリー（filaree）（Erodium spp.）、ヒマワリ（Helianthus spp.）、
ヒルガオ（Ipomoea spp.）、ホウキギ（Kochia scoparia）、ゼニアオイ（Malva spp.）
、ソバカズラ、タデなど（Polygonum spp.）、スベリヒユ（Portulaca spp.）、オカヒジ
キ（Salsola spp.）、シダ（sida）（Sida spp.）、ノハラガラシ（Sinapis arvensis）
およびオナモミ（Xanthium spp.）が例示される。
【００７０】
本発明の組成物をその防除のために使用できる特に重要な一年生単子葉植物種としては、
限定するものではないが、野生カラスムギ（Avena fatua）、カーペットグラス（carpetg
rass）（Axonopus spp.）、ダウニーブロム（downy brome）（Bromus tectorum）、メヒ
シバ（Digitaria spp.）、イヌビエ（Echinochloa crus-galli）、ヤエムグラ（Eleusine
 indica）、一年生ライグラス（Lolium multiflorum）、イネ（Oryza sativa）、オット
クロア（ottochloa）（Ottochloa nodosa）、バヒアグラス（Paspalum notatum）、カナ
リアクサヨシ（Phalaris spp.）、エノコログサ（Setaria spp.）、コムギ（Triticum ae
stivum）およびトウモロコシ（Zea mays）が例示される。
【００７１】
本発明の組成物をその防除のために使用できる特に重要な多年生双子葉植物種としては、
限定するものではないが、ヨモギ（Artemisia spp.）、トウワタ（Asclepias spp.）、エ
ゾキツネアザミ（Cirsium arvense）、セイヨウヒルガオ（Convolvulus arvensis）、お
よびクズ（Pueraria spp.）が例示される。
【００７２】
本発明の組成物をその防除のために使用できる特に重要な多年生単子葉植物種としては、
限定するものではないが、ニクキビ（brachiaria）（Brachiaria spp.）、ギョウギシバ
（Cynodon dactyon）、黄色ハマスゲ（yellow nutsedge）（Crypeus esculentus）、ハマ
スゲ（C. rotundus）、シバムギ（Elymus repens）、チガヤ（Imperata cylindrica）、
多年生ライグラス（Lolium perenne）、ギニアソウ（Panicum maximum）、シマスズメノ
ヒエ（Paspalum dilatatum）、アシ（Phragmites spp.）、ヒメモロコシ（Sorghum halep
ense）およびガマ（Typha spp.）が例示される。
【００７３】
本発明の組成物をその防除のために使用できるその他の特に重要な多年生植物種としては
、限定するものではないが、トクサ（Equisetum spp.）、ワラビ（Pteridium aquilinum
）、クロイチゴ（Rubus spp.）およびハリエニシダ（Ulex europaeus）が例示される。
【００７４】
所望であれば、使用者は、適用組成物を調製するときに、１つ以上のアジュバントを本発
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明の組成物および希釈水と混合することができる。そのようなアジュバントには、除草効
力をさらに増強する目的でさらなる界面活性剤および／または無機塩（例えば、硫酸アン
モニウム）を含めることができる。しかし、大部分の条件下では、本発明の除草剤使用法
は、そのようなアジュバントなしで、許容される効力を与える。
【００７５】
特定の意図する本発明の組成物の使用法において、水での希釈後、グリホサートに耐性で
あるように遺伝的に形質転換されたかまたは選択された作物植物の葉、および同時にその
ような作物植物の付近に生育している雑草または所望されない植物の葉に組成物を適用す
る。この使用方法の結果、作物植物は実質的に無事のままで、雑草または所望されない植
物が防除される。グリホサートに耐性であるように遺伝的に形質転換されたかまたは選択
された作物植物は、Monsanto Companyによって、またはMonsanto Companyからのライセン
スのもとにRoundup ReadyRの商標でその種が販売されているものを包含する。それらは、
限定するものではないが、ワタ、ダイズ、アブラナ、テンサイおよびトウモロコシの変種
を含む。
【００７６】
本発明の濃縮組成物を水で希釈することによって植物処理組成物を調製することができる
。植物処理組成物の葉への適用は、好ましくは、スプレーノズル、噴霧器などの液体噴霧
用のいずれかの従来の手段を使用して噴霧することによって達成される。本発明の組成物
を精密農業技術において使用することができる。この技術において、装置を用いて耕地の
異なる部分に適用する殺虫剤の量を、存在する特定の植物種、土壌組成などの変量によっ
て変動させる。そのような技術の１つの実施態様において、噴霧装置とともに作動される
衛星航法システムを使用して所望の量の組成物を耕地の異なる部分に適用することができ
る。
【００７７】
植物処理組成物は好ましくは、標準的な農業噴霧設備を使用して容易に噴霧するために十
分に希薄である。本発明に有用な噴霧容積は、噴霧適用による、１ヘクタール当り約１０
～約１０００リットル（ｌ／ｈａ）の範囲であり得る。
【００７８】
実施例
以下の実施例は、説明上の目的のためにのみ提供するものであり、本発明の範囲を制限す
ることを意図するものではない。実施例により本発明がよりよく理解され、その利点およ
び、所定の実施の変形がよりよく理解される。
【００７９】
実施例１
マグネチックスターラーを有する１リットルのガラス容器中に、テクニカルグレード(ア
ッセイ９６％)の４７９.２ｇのグリホサート酸、１６６.０ｇのモノエタノールアミンお
よび水(１０００ｇまで)を混合する。グリホサートＭＥＡ塩を形成する、グリホサート酸
のモノエタノールアミンとの反応は発熱を伴う。反応混合液を室温まで冷却する。得られ
た４６重量％のグリホサート酸等価物を含む６２.６重量％のグリホサートＭＥＡ塩水溶
液固有の比重(２０/１５.６℃)を測定し、１.３２であることが分かる。２５℃での溶液
の濃度は１.３１ｇ/ｌであり、次いで、２５℃での１０００ｇのこの溶液の体積は７６３
ｍｌであり、グリホサートの重量/体積濃度は６０２ｇ酸等価物（a.e.）/ｌである。
比較のために、４６.０重量％のグリホサート酸等価物をさらに含む６２.１重量％のグリ
ホサートＩＰＡ塩水溶液が、１.２４の固有の比重を有することが見出される。２５℃で
の該溶液の濃度は１.２３ｇ/ｌであり、次いで、２５℃での１０００ｇのこの比較溶液の
体積は８１３ｍｌであり、グリホサートの重量/体積濃度は５６５ｇ酸等価物/ｌである。
【００８０】
実施例２
ある範囲のグリホサート酸等価物濃度を有する、一連のグリホサートＭＥＡ塩水溶液を実
施例１の一般的方法により調製する。固有の比重を各溶液に関して測定する。
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溶液の固有の比重は対応するＩＰＡ塩溶液のものよりも明らかに高いことが見出される。
【００８１】
実施例３
４６重量％ａ.ｅ.のグリホサートＭＥＡ塩水溶液を実施例１に記載するように調製する。
比較となる４６重量％ａ.ｅ.のグリホサートＩＰＡ塩水溶液も調製する。
各溶液の粘度を、スピンドル＃１８を用いるブルックフィールド粘度メーターセットを６
ｒｐｍで用いて２５℃にて測定する。ＩＰＡ塩溶液は１６５ｃＰｓの粘度を有し、一方、
ＭＥＡ塩は驚くべきことにわずか８８ｃＰｓの粘度しか有しないことが見出される。
【００８２】
実施例４
界面活性剤含有組成物４-０１～４-１１を以下に記載するように調製する。それぞれはグ
リホサートＭＥＡ塩を含み、実施例１のように調製するその４６重量％ａ.ｅ.、６０２ｇ
ａ.ｅ./ｌ水溶液を用いて調製する。各ケースの界面活性剤は、次の表３に示すリストか
ら選択する。実施例１に記載するように、その４６重量％ａ.ｅ.、５６５ｇａ.ｅ./ｌ水
溶液として添加するグリホサートＩＰＡ塩を用いて比較組成物を調製する。
【００８３】
【表３】

* この界面活性剤の製造方法は、イギリス特許第1,588,079号に開示されている。
【００８４】
式[グリホサート酸等価物］/[界面活性剤］(単位はｇ/ｌである)で次に示す、目標となる
重量/体積濃度を設定する。実際の重量/体積濃度は、簡単のために成分を重量により測定
するため、目標となる濃度からわずかに異なっている可能性がある。様々な目標濃度を提
供するために混合した成分の量は、表４(本発明のグリホサートＭＥＡ塩組成物に関して)
および表５(比較となるグリホサートＩＰＡ塩組成物に関して)に示す。
【００８５】
【表４】
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【表５】

【００８７】
固有の比重(２０/１５.６℃)、２５℃での粘度および曇点を、表６に示すように調製した
各組成物に関して記す。
【００８８】
【表６】
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【００８９】
グリホサートＭＥＡ塩を含有する本発明の全組成物が、対応するＩＰＡ塩組成物よりも明
らかに低い粘度を有することに注目すべきである。ＭＥＡ塩組成物に都合のよいこの粘度
の利点の大きさは、ある程度界面活性剤の選択および濃度に依存する。例えば、ＭＥＡ塩
の形態の４８０ｇ/ｌのグリホサート酸等価物の目標濃度を有する本発明の組成物４-０１
および１２０ｇ/ｌのポリオキシエチレン(５)ココアミン界面活性剤は、比較となるＩＰ
Ａ塩組成物よりも特に大きな利点を示す。
表６に示す全部ではないいくらかの場合に、グリホサートＭＥＡ塩組成物は、対応するＩ
ＰＡ塩組成物よりも低い曇点を示す。しかし、これらケースのうち、曇点が５０℃より低
いものはなく、１つのケース(組成物４-０３)でのみ曇点は工業上許容できるこの低い限
界に接近している。つまり一般に、曇点の低下がＩＰＡ塩のＭＥＡ塩による置換により生
じる場合、この低下と引き換えに、そのような置換により可能となる、粘度およびそれゆ
え、流動および吸水作用に関する大きな利点が良好に得られる。
【００９０】
実施例５
グリホサート塩を５４０ｇ酸等価物/ｌで含む水溶性濃縮組成物に関して実際問題として
得ることができる最大界面活性剤濃度を、ＭＥＡおよびＩＰＡ塩に関して比較する。これ
は、グリホサート重量/体積濃度がその初期レベル(ＩＰＡ塩に関しては５６５ｇ酸等価物
/ｌ、ＭＥＡ塩に関しては６０２ｇ酸等価物/ｌ)から５４０ｇ酸等価物/ｌに低下するまで
、選択される界面活性剤を４６重量％ａ.ｅ.のグリホサート酸水溶液に増加しながら添加
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することにより測定する。該試験は、前の表３の界面活性剤Ａまたは界面活性剤Ｆのいず
れかを用いて行う。最大の到達可能界面活性剤濃度に達したとき、粘度を２５℃で測定す
る。結果を表７に示す。この方法により決定される最大の到達可能界面活性剤濃度を有す
る組成物が、曇点および/または結晶形成により測定されるような良好な安定性を必ずし
も示さないことに注目されたい。
【００９１】
【表７】

【００９２】
表７のデータは、特に、表１に示すようなグリホサートＩＰＡ塩組成物中に従来最も広く
用いられてきたポリオキシエチレン（１５）タロワミンとＭＥＡ塩の相対的不適合性(rel
ative incompatibility)の観点において、グリホサートＭＥＡ塩組成物の最も有益な驚く
べき利点の一つを示す。表７に示すように、ＭＥＡ塩を用いて、５４０ｇ酸等価物/ｌの
非常に高いグリホサート酸等価物濃度で、ＩＰＡ塩を用いて得ることができる最大量の２
.５倍以上の被選択界面活性剤の濃度を得ることが可能となる。さらにＭＥＡ塩を用いて
、界面活性剤/グリホサート酸等価物重量比は工業上許容される除草効力と一致するレベ
ルである１：５よりも大きく、一方、ＩＰＡ塩を用いてこの比は１：１０を優に下回る。
同様に重要なことに、表７に示す界面活性剤は１：５またはそれ以上の界面活性剤/グリ
ホサート酸等価物比でグリホサート除草効果を高めるのに高度に有効であることが当該分
野で知られている(例えば、界面活性剤Ａに関してはＵ.Ｓ.特許第５，６６８，０８５を
、界面活性剤Ｆに関してはＵ.Ｓ.特許第５，７５０，４６８を参照されたい。)。つまり
、そのような界面活性剤を利用することができる組成物は５４０ｇ酸等価物/ｌものグリ
ホサート酸等価物ローディングを提供し、これらの界面活性剤またはグリホサートＭＥＡ
塩に関するこれまでの知識からは予想することができなかった、当該分野における著しい
進歩である。
【００９３】
より一層驚くべきことは、表７に示すように、ＭＥＡ塩を用いて得ることができる高い界
面活性剤の濃度を用いてすら、ＭＥＡ塩組成物の粘度はＩＰＡ塩組成物のものよりも低い
という発見である。ＩＰＡ塩組成物は、工業上許容される除草効果を提供しそうにない低
い界面活性剤濃度を、特に高い噴霧体積で有するだけでなく、工業上許容される流動また
は吸水作用を許容しそうにない高い粘度も、特に表７に例示するよりも低い温度で有する
。比較により、ＭＥＡ塩組成物が良好な除草作用を果たすことを期待することができるだ
けでなく、注液またはポンピングの問題を示さない。
【００９４】
理論上は、４６重量％ａ.ｅ.よりもさらに濃縮されたグリホサートＭＥＡまたはＩＰＡ塩
溶液を用いて出発することにより、本実施例に示すよりもわずかに高い界面活性剤濃度を
達成することが可能である。しかし、得られた組成物のグリホサート塩濃縮物は、溶解度
の限界に非常に接近しているので、実際問題として、組成物が許容される保存安定性を有
しそうになく、および特に、グリホサートまたはその塩の結晶が特に低温で析出すると思
われる。
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【００９５】
実施例６
低温での保存安定性を４個の組成物について比較する。組成物６－０１は、５４０ｇａ．
ｅ．／ｌの濃度のグリホサートＭＥＡ塩および４６ｇ／ｌの界面活性剤Ａを含有する。組
成物６－０２は似ているが、４６ｇ／ｌの界面活性剤Ｆを含有する。比較組成物は、各場
合において、グリホサートＭＥＡの代わりにグリホサートＩＰＡを用いるが、同じ界面活
性剤を同じ濃度４６ｇ／ｌ（実施例５に示されるようにＩＰＡ塩を用いて達成可能な最大
量）で用いて調製される。
【００９６】
組成物は、０℃で３日間、冷蔵保存領域中のふたをしたガラス瓶中に入れる。次いで、組
成物の調製に使用したのと同じグリホサート塩の種結晶を加え、組成物をさらに７日間保
管する。この期間の終わりに、結晶成長について組成物を試験する。
【００９７】
ＭＥＡ塩組成物６－０１および６－０２について結晶成長がはっきりと判らないが、両方
の比較ＩＰＡ塩組成物において有意な結晶成長が見られる。このことは、高グリホサート
濃度での本発明の組成物のさらなる利益、すなわち、改善された低温保存安定性を示す。
【００９８】
実施例７
グリホサートＭＥＡ塩組成物７－０１および７－０２を実質上、組成物４－０８および４
－１１と同様に調製し、比較ＩＰＡ塩組成物を同様に調製する。粘性を２５℃および一連
の低温で測定して、ＭＥＡ塩組成物の場合、２５℃で見られる低粘性という利点が、実際
に大部分の注液およびポンピングの問題が見られるより低温においても有効であり続ける
ことを示す。結果を表８に示す。
【００９９】
表８．実施例７の組成物の低温における粘度
【表８】

【０１００】
表８に示されるように、対応するＩＰＡ塩組成物を越える本発明のグリホサートＭＥＡ塩
組成物の低粘性という利点は、より低温でずっと有意になる。
【０１０１】
実施例８
４８０ｇａ．ｅ．／ｌのグリホサート濃度を有するグリホサートＭＥＡ塩組成物８－０１
を実質上、組成物４－０８および７－０１と同様に調製し、同じグリホサート濃度および
同じ１２０ｇ／ｌ濃度の同じ界面活性剤Ｆを有するグリホサートＩＰＡ塩組成物を比較目
的で調製する。
【０１０２】
U.S. Environmental Protection Agency (EPA)評価ガイドライン、サブセクションＦ、Ha
zard Evaluation: Human and Domestic Animals (Revised edition, 1984), Section 81-
4, Primary Eye Irritationにしたがって、標準的な眼刺激試験をこれらの組成物におい
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て行う。比較ＩＰＡ塩組成物は、農薬処方の分類においてＥＰＡによって用いられる最も
激しい刺激物クラス（カテゴリーＩ）に該組成物を入れるのに十分な眼刺激を引き起こす
ことが見出される。比較すると、本発明の組成物８－０１は、より低い程度の眼刺激を引
き起こすことが見出され、該組成物はカテゴリーＩＩに入れられる。
【０１０３】
前記の本発明の特定の具体例は、本発明の全ての可能な具体例を完全に列挙しようとする
ものではない。当業者は、本明細書に記載の特定の具体例に本発明の範囲内で修飾を施す
ことができることを理解するであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、グリホサートＩＰＡ塩およびＭＥＡ塩に関して、塩水溶液中のグリホ
サートａ．ｅ．の重量％濃度と水溶液の比重との間の関連性についての比較を示すグラフ
である。

【図１】
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